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(
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(
ロ
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『
六
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(
日
)
『
語
盤
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』
一
(
比
)
『
語
叢
』
ニ
(
日
)
『
語

浅

野

裕

型車」二一

(
凶
)
『
語
叢
』
四

こ
の
中
、

(1)
と

(
2
)
は
道
家
系
統
の
著
作
、

(3)
か
ら
(
ロ
)

の
十
篇
は
儒
家
系
統
の
著
作
、
(
円
以
)
か
ら
(
日
)
ま
で
は
他
書
か
ら

抜
粋
し
た
短
文
を
集
め
た
格
豊
田
集
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
小
論
で
は
儒

家
系
文
献
の
中
か
ら
『
絡
衣
』
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
成
立
時
期
を

考
え
る
と
と
も
に
、
先
秦
に
お
げ
る
儒
家
思
想
の
展
開
に
占
め
る
意

義
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

郭
底
楚
簡
の
『
絡
衣
』
と
伝
世
の
『
礼
記
』
捌
胴
衣
篇
の
聞
に
は
、

か
な
り
の
異
同
が
存
在
し
て
い
る
。
『
礼
記
』
抑
制
衣
篇
は
「
子
言
之
目
、

局
上
易
事
也
、
矯
下
易
知
也
、
則
刑
不
煩
失
」
と
の
文
章
で
始
ま
る

が
、
郭
庖
楚
筒
『
抑
制
衣
』
の
側
に
は
こ
の
文
章
が
な
い
。
ま
た
『
礼

記
』
抑
制
衣
篇
に
は
「
子
日
、
小
人
溺
於
水
、
君
子
溺
於
口
、
大
人
溺

於
民
」
で
始
ま
り
、
「
賢
吉
田
、
惟
芦
弱
天
、
見
子
西
邑
夏
、
自
周
有

終
、
相
亦
惟
終
」
で
終
わ
る
文
章
が
あ
る
が
、
郭
庖
楚
簡
『
絡
衣
』
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の
側
に
は
存
在
し
な
い
。
乙
の
他
、
両
者
の
問
で
は
章
の
順
序
が
大

き
く
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
な
ど
、
か
な
り
の
異
同
が
見
受
け
ら
れ
る
。

だ
が
こ
う
し
た
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
基
本
的
に
は
同

一
の
文
献
と
見
な
せ
る
。
一
九
九
四
年
に
上
海
博
物
館
が
香
港
の
骨

董
市
場
か
ら
購
入
し
た
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
園
楚
簡
(
以
下
、
上
海

簡
と
略
称
す
る
)
に
も
、
『
糊
胴
衣
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
上
海
筒

『
側
胴
衣
』
は
、
郭
庖
楚
簡
「
鮒
胴
衣
』
と
極
め
て
よ
く
似
た
性
格
を
示
し

て
お
り
、
『
礼
記
』
附
胴
衣
篇
と
比
較
す
る
と
、
上
述
し
た
の
と
ほ
ぽ
同

様
の
異
同
が
存
在
す
お
。
し
た
が
っ
て
、
郭
庖
楚
簡
『
絡
衣
』
や
上

海
簡
『
絡
衣
』
の
側
が
、
『
礼
記
」
絡
衣
篇
よ
り
も
古
い
形
態
を
伝
え

て
い
る
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
三
者
に
共
通
す
る
部
分
を
比
較

す
る
と
、
や
は
り
三
者
は
基
本
的
に
同
一
の
文
献
だ
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『
礼
記
』
制
胴
衣
篇
の
第

二
章
と
、
郭
庖
楚
簡
『
絡
衣
』
の
第
一
章
、
上
海
簡
『
抑
胴
衣
』
の
第

一
章
を
以
下
に
掲
げ
て
み
る
。

子
日
、
好
賢
如
絡
衣
、
惑
悪
知
巷
伯
、
則
爵
不
潰
而
民
作
慮
、

刑
不
試
而
民
威
服
。
大
雅
目
、
儀
刑
文
玉
、
寓
図
作
字
。
(
『
礼

記
』
絡
衣
篇
)

夫
子
目
、
好
抗
女
好
葱
衣
、

E
E女
毘
謹
白
、
則
民
減
放
市
基

不
屯
。
寺
員
、
懇
韮
文
玉
、
寓
邦
乍
字
。
(
郭
庖
楚
簡
『
絡
衣
』
)

因
子
日
、
野
抗
女
針
紡
衣
、
亜
亜
女
亜
巷
白
、
則
民
減
虜
而
型

不
屯
。
出
口
員
、
整
型
文
玉
、
高
邦
隻
字
。
(
上
海
筒
『
絡
衣
』
)

こ
の
よ
う
に
、
細
部
に
は
か
な
り
の
字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

だ
が
そ
れ
は
同
一
の
文
献
内
部
に
お
け
る
差
異
と
考
え
る
べ
き
も
の

で
、
=
一
者
は
基
本
的
に
同
一
の
文
献
だ
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で

あ
ろ
目
。
と
す
れ
ば
、
郭
居
一
号
楚
墓
の
下
葬
年
代
は
前
三

O
O年

頃
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
上
海
簡
の
書
写
年
代
も
前
三

O
O年

頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
抑
制
衣
』
の
成
書
年
代
は
前
三

O
O年

を
か
な
り
遡
る
時
期
、
戦
国
前
期
(
前
回

O
三
年
1
前
三
四
三
年
)

か
春
秋
時
代
(
前
七
七

O
年

1
前
四

O
三
年
)
の
末
年
と
な
ろ
う
。

次
に
こ
の
こ
と
が
古
代
思
想
史
研
究
に
も
た
ら
す
意
味
を
考
え
て
み

よ
h

フ。武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
は
、
『
階
書
』
音
楽
志
が
梁
の
沈

約
の
三
一
口
を
引
き
、
「
漢
初
の
典
章
は
簡
略
に
し
て
、
諸
儒
は
遺
簡
の
礼

事
と
相
関
す
る
者
を
掠
拾
し
て
、
編
軟
を
篇
次
す
。
中
庸
・
表
記
・

坊
記
・
絡
衣
は
、
皆
子
思
子
に
取
る
」
と
記
す
点
や
、
馬
線
『
意
林
』

が
「
子
思
子
」
と
し
て
引
く
十
一
条
の
中
に
『
礼
記
」
表
記
篇
や
絡

衣
篇
の
文
章
が
存
在
す
る
点
な
ど
、
多
く
の
証
拠
を
挙
げ
て
、
中
庸
・

表
記
・
坊
記
・
絡
衣
の
四
篇
が
、
『
漢
書
』
芸
文
志
・
諸
子
略
・
儒
家



が
著
録
す
る
「
子
思
二
十
三
篇
」
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て

コ
-
L

し
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内
説
が
提
示
し
た
結
論
は
、
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
漢
に
「
子
思
二
十
三
篇
」
な
る
書
物
が
存
在
し
て
、

そ
れ
が
『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
録
さ
れ
た
と
と
、
そ
の
書
は
北
宋
に

は
な
お
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
南
宋
に
至
っ
て
亡
侠
し
た
こ
と
、
そ
の

「
子
思
子
」
の
中
に
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
綴
衣
の
四
篇
が
含
ま
れ
て

お
り
、
中
庸
篇
が
首
篇
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
事
実
と
認
め
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

駒
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
四
篇
と
『
礼
記
』
の
関
係
で
あ

偽
る
。
『
漢
書
』
芸
文
志
・
六
芸
略
は
、
「
記
百
三
十
一
篇
」
の
書
名
を

義
著
録
し
、
班
固
自
注
は
「
七
十
子
の
後
学
者
の
記
す
所
な
り
」
と
言

闘
う
。
ま
た
『
階
書
』
経
籍
志
・
巻
一
は
、
「
河
関
の
献
王
は
文
た
仲
尼

駄
の
弟
子
及
び
後
学
者
記
す
所
の
一
百
三
十
一
篇
を
得
て
之
を
献
ず
。

思
時
に
亦
た
之
を
伝
う
る
者
無
し
。
劉
向
の
経
籍
を
考
校
す
る
に
至
り
、

七
一
百
三
十
一
篇
を
検
し
得
て
、
向
は
因
り
て
第
し
て
之
に
叙
す
」
と
、

阪
こ
の
「
記
百
三
十
一
篇
」
は
河
聞
の
献
王
が
収
集
し
た
も
の
だ
と
言

r

a

 

九ノ旬、

簡鑓
さ
ら
に
『
礼
記
』
に
初
め
て
注
釈
を
加
え
た
鄭
玄
は
、
「
六
芸
弘
嗣
」

鞠
に
お
い
て
、
「
今
、
礼
の
世
に
行
わ
る
る
者
は
、
戴
徳
・
戴
聖
の
学
な

り
」
と
か
、
「
戴
徳
は
記
八
十
五
篇
を
伝
う
。
則
ち
大
戴
礼
是
れ
な
り
。

3

戴
聖
は
礼
四
十
九
篇
を
伝
う
。
則
ち
此
の
礼
記
是
れ
な
り
」
(
『
礼
記

正
義
』
序
所
引
)
と
述
べ
る
。
そ
れ
で
は
郷
玄
が
記
す
大
戴
礼
・
礼

記
と
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
記
百
三
十
一
篇
」
の
関
係
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

戴
徳
の
記
八
十
五
篇
と
戴
聖
の
礼
四
十
九
篇
を
合
算
す
れ
ば
、
芸

文
志
の
「
記
百
三
十
一
篇
」
よ
り
三
篇
多
い
百
三
十
四
篇
と
な
る
。

た
だ
し
現
行
の
『
礼
記
』
、
す
な
わ
ち
戴
聖
が
伝
え
た
小
戴
礼
記
は
、

曲
礼
・
檀
弓
・
雑
記
を
そ
れ
ぞ
れ
上
下
篇
に
分
け
て
四
十
九
篇
と
し

て
い
る
か
ら
、
そ
の
増
加
分
三
篇
を
差
し
引
け
ば
、
小
戴
礼
記
は
四

十
六
篇
と
な
る
。
『
通
血
(
』
巻
四
十
一
・
礼
典
序
に
お
い
て
杜
佑
は
、

戴
聖
の
礼
記
を
四
十
七
篇
と
記
す
。
こ
れ
は
欽
略
一
篇
を
含
め
た
数

で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
本
来
の
小
戴
礼
記
は
四
十
六
篇
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
四
十
六
篇
と
戴
徳
の
八
十
五
篇
を
合
す
れ
ば
、
芸

文
志
の
百
三
十
一
篇
と
ぴ
っ
た
り
数
が
合
う
。
そ
こ
で
、
「
漢
書
』
芸

文
志
は
こ
れ
ら
の
諸
篇
を
一
括
し
て
「
記
百
三
十
一
篇
」
と
記
録
し

た
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
芸
文
志
と
鄭
玄
「
六
芸
弘
耐
」
の
記
述
は
全
く

符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

ζ

の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
『
礼
記
』
の
編
集
に
際
し
て
、
「
記
百

三
十
一
篇
」
以
外
の
他
書
か
ら
拾
い
集
め
て
き
た
篇
を
混
入
さ
せ
た

と
見
な
す
必
然
性
は
な
く
な
る
か
ら
、
「
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
糊
胴
衣

は
、
皆
子
思
子
に
取
る
」
と
の
沈
約
の
一
吉
に
も
疑
念
が
生
じ
て
く
る
。

だ
が
一
方
で
四
篇
が
「
子
思
子
」
の
一
部
だ
っ
た
事
実
も
、
ま
た
動

か
し
難
い
。
と
す
れ
ば
、
沈
約
の
考
え
方
が
成
立
す
る
可
能
性
を
も
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残
し
た
上
で
、
さ
ら
に
四
篇
が
「
記
百
三
十
一
篇
」
と
「
子
思
二
十

三
篇
」
の
双
方
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
も
想
定
し
て
置
い
た
方

が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
「
記
百
三
十
一
篇
」
と
「
子
思
二
十
三
篇
」
の
関
係
は

ど
ラ
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
『
麿
書
』
経
籍
志
に
よ
れ
ば
、
「
記

百
三
十
一
篇
」
の
方
は
河
問
の
献
王
の
収
集
に
成
る
と
吾
=
一
一
回
う
。
そ
の

際
、
最
初
か
ら
一
書
だ
っ
た
に
せ
よ
、
数
書
に
分
散
し
て
い
た
に
せ

よ
、
す
で
に
何
ら
か
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
形
の
書
物
を
入
手
し
た
の

か
、
そ
れ
と
も
ほ
と
ん
ど
篇
単
位
の
文
献
を
収
集
し
て
、
献
王
の
手

元
で
初
め
て
一
書
に
ま
と
め
た
の
か
は
、
詮
索
の
術
が
な
い
。
だ
が

そ
の
書
名
が
、
具
体
性
を
欠
く
「
記
」
と
さ
れ
て
い
る
現
象
か
ら
判

断
す
る
と
、
い
ず
れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
最
初
か
ら
明
確
な
意
図
の

下
に
著
作
さ
れ
編
集
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ

。
〉つ

こ
れ
に
比
べ
る
と
「
子
思
二
十
三
篇
」
の
側
は
、
子
思
の
著
作
で

あ
る
よ
う
に
表
示
し
て
い
る
点
で
、
少
な
く
も
「
記
百
三
十
一
篇
」

よ
り
は
具
体
性
を
帯
び
て
お
り
、
明
確
な
意
図
の
下
に
著
作
さ
れ
編

集
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
問
題
は
、
「
子
思
二

十
三
篇
」
が
一
書
と
し
て
編
集
さ
れ
た
時
期
が
、
渓
代
に
入
っ
て
か

ら
な
の
か
、
戦
国
期
に
す
で
に
そ
う
し
た
体
裁
を
備
え
て
い
た
の
か

で
あ
る
。
も
し
前
者
で
あ
れ
ば
、
四
篇
の
作
者
が
子
思
な
い
し
子
思

学
派
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
ま
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
現
時
点

で
は
詮
索
の
手
掛
か
り
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
子
思
二
十
三
篇
」
に
比
較
す
る
と
、
そ
も
そ
も
「
記

百
一
ニ
十
一
篇
」
は
雑
多
な
経
路
で
多
様
な
性
格
の
文
献
が
流
入
し
た
、

よ
り
雑
然
と
し
た
編
集
物
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
結

果
的
に
「
子
思
二
十
三
篇
」
と
重
複
す
る
形
で
、
問
題
の
四
篇
が
含

ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
別
段
怪
し
む
に
は
足
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
四
篇
は
「
記
百
三
十
一
篇
」
と
「
子
思
二
十
三
篇
」

の
双
方
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
残
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
、
四
篇
が
「
子
思
二
十
三
篇
」
の
一
部
で
あ
っ
た
以
上
、
そ
こ

に
は
何
ら
か
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
武
内
義
雄
『
中

国
思
想
史
』
は
、
玉
と
覇
を
対
説
す
る
点
が
孟
子
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
し
ば
し
ば
賞
罰
に
言
及
す
る
の
は
法
家
の
影
響
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
『
詩
』
『
書
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
孟
子
が
絶
え
て
言
及

し
な
い
『
易
』
を
称
引
す
る
こ
と
な
ど
を
、
表
記
・
坊
記
・
抑
制
衣
三

篇
に
共
通
す
る
特
色
と
し
て
挙
げ
、
こ
れ
ら
三
篇
が
戦
国
末
・
秦
初

に
子
思
の
儒
を
楳
携
す
る
学
者
に
よ
っ
て
著
作
さ
れ
た
と
す
る
見
解

を
提
示
す
る
。
武
内
説
の
指
摘
す
る
点
以
外
に
、
「
子
日
」
「
子
云
」

「
子
言
之
」
な
ど
で
始
ま
る
文
章
を
羅
列
す
る
構
成
を
取
る
点
で
も
、

乙
れ
ら
三
篤
は
強
い
共
通
性
を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
て
中
庸
篇
の
方
は
、
「
子
日
」
を
冠
し
な
い
文
章
を
相

当
量
含
む
点
や
、
直
接
『
易
』
を
称
引
し
な
い
点
な
ど
、
表
記
・
坊

記
・
抑
制
衣
三
篤
と
は
趣
を
異
に
す
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し



な
が
ら
、
「
子
日
」
で
始
ま
る
文
章
が
か
な
り
の
霊
を
占
め
る
こ
と
、

「
君
子
は
貸
せ
ず
し
て
民
勧
み
、
怒
ら
ず
し
て
民
は
欽
鍛
よ
り
も
威

る
」
と
、
や
は
り
賞
罰
に
言
及
す
る
こ
と
、
「
至
誠
の
道
は
以
て
前
知

す
べ
し
」
「
著
亀
に
見
わ
れ
、
四
体
に
動
く
」
と
、
や
は
り
笈
占
に
言

及
す
る
こ
と
な
ど
、
三
篇
と
の
共
通
性
も
多
い
。

四
篇
が
揃
っ
て
「
子
思
子
」
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
考
慮
す

れ
ば
、
そ
れ
が
子
思
学
派
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
を
一
応
措
い
て
も
、

四
篇
は
同
一
学
派
の
手
に
成
る
一
連
の
著
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

為

。
し

閉
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
れ
ら
四
篇
に
頻
出
す
る
「
子
日
」
「
子
云
」
「
子

崎
明
言
之
」
な
ど
が
、
誰
の
発
言
を
指
す
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず

義
中
庸
篇
か
ら
手
掛
か
り
に
な
り
そ
う
な
文
章
を
抽
出
し
て
み
る
。

意的史想思の』衣絡簡楚庖郭5 

(
l
)
仲
尼
目
、
君
子
中
席
、
小
人
反
中
庸
。

(
2
)
子
日
、
同
之
局
人
也
、
揮
乎
中
庸
。
得
一
善
則
拳
拳
服
麿

而
弗
失
之
突
。

(3)
君
子
之
道
四
。
丘
未
能
一
滞
。

(
4
)
哀
公
問
政
。
子
目
、
文
武
之
政
、
布
在
方
策
。

(
5
)
子
日
、
吾
説
夏
艦
、
杷
不
足
徴
也
。
吾
撃
般
龍
、
有
宋
存

薦。
E

同
事
周
砲
、
今
用
之
。
吾
従
周
。

ま
ず

(1)
で
は
、
「
仲
尼
日
く
」
と
し
て
、
そ
れ
が
孔
子
の
発
言

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
こ
の
箇
所
が
、
中
庸
篇
に
「
某
白
」

の
形
式
を
取
っ
て
最
初
に
現
れ
る
発
一
言
で
あ
る
点
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
に
は
、
顔
回
の
人
物
評
が
垣
間
ら
れ
る
。
か
か
る

発
言
日
官
行
う
人
物
は
、
孔
子
以
外
に
あ
り
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
で

は
、
「
丘
は
未
だ
一
も
能
く
せ
ず
」
と
、
孔
子
が
話
者
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
る
。

(
4
)
は
、
魯
の
哀
公
の
質
問
に
応
答
す
る
形
式
に
よ
り
、

「
子
日
」
以
下
が
孔
子
の
発
言
で
あ
る
乙
と
を
表
示
す
る
。

(
5
)
の

発
言
内
容
は
、
明
ら
か
に
『
論
語
』
八
伶
篇
の
「
夏
の
礼
は
吾
能
く

之
を
言
う
も
、
杷
は
徴
と
す
る
に
足
ら
ず
。
般
の
礼
は
吾
能
く
之
を

言
う
も
、
宋
は
徴
と
す
る
に
足
ら
ず
」
と
、
「
周
は
二
代
に
監
み
て
、

郁
郁
乎
と
し
て
文
な
る
か
な
。
吾
は
周
に
従
わ
ん
」
を
下
敷
き
に
し

て
お
り
、
「
子
日
」
以
下
が
孔
子
の
発
言
を
指
す
の
は
明
白
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
他
の
「
子
日
」
も
す
べ
て
孔
子
の
発
言
と
さ
れ
て
い

た
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

続
い
て
鮒
胴
衣
篇
か
ら
類
似
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。

(6)
子
日
、
夫
民
敬
之
以
徳
、
間
同
之
以
穂
、
則
民
有
格
心
。
敬

之
以
政
、
野
之
以
刑
、
則
民
有
滋
心
。

と
れ
も
細
部
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
『
論
垣
間
』
為
政
篇
の
「
子
白

く
、
之
を
道
く
に
政
を
以
て
し
、
之
を
斉
し
く
す
る
に
刑
を
以
て
す

れ
ば
、
民
は
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道
く
に
徳
を
以
て
し
、
之
を
斉

し
く
す
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
有
り
て
且
つ
格
し
」
を
踏
ま
え

て
い
る
の
は
明
白
で
、
「
子
日
」
以
下
は
、
当
然
孔
子
の
発
言
と
し
て



6

掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
は
、
『
中
庸
』
本
書
が
歴
引
す
る

「
子
日
」
は
、
最
初
の
「
仲
尼
日
」
の
省
略
形
で
あ
り
、
以
下
の
「
子

日
」
が
す
べ
て
孔
子
の
言
で
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
と
断

定
す
る
。
ま
た
表
記
・
坊
記
・
抑
制
衣
=
一
篇
に
つ
い
て
は
、
「
子
日
」
は

す
べ
て
孔
子
の
言
、
「
子
言
之
」
は
子
思
の
言
と
す
る
郁
菅
沼
及
び
黄

以
周
の
説
や
、
「
子
日
」
も
「
子
言
之
」
も
す
べ
て
子
思
の
言
と
す
る

皮
錫
瑞
と
簡
朝
亮
の
説
な
ど
を
紹
介
し
た
上
で
、
簡
朝
亮
の
説
を
是

と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
結
論
に
は
疑
念
が
残
る
。
武
内
説
は
、
『
礼

記
』
に
お
け
る
登
場
順
が
坊
記
・
中
庸
・
表
記
・
抑
制
衣
で
あ
る
の
に

対
し
、
沈
約
が
「
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
側
胴
衣
は
、
皆
子
恩
子
に
取

る
」
と
、
中
庸
篇
を
先
頭
に
持
っ
て
く
る
点
や
、
「
中
庸
の
書
四
十
九

篇
」
(
『
孔
叢
子
』
居
衛
篇
)
と
か
「
中
庸
四
十
七
篇
」
(
李
朝
『
復
性

書
』
)
と
、
「
子
思
子
」
が
「
中
庸
」
と
称
さ
れ
た
例
な
ど
か
ら
、
中

庸
篇
が
「
子
恩
子
」
の
首
篇
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
る
に
中
庸
篇

の
「
子
臼
」
が
す
べ
て
孔
子
の
発
言
と
さ
れ
て
い
た
点
は
上
述
の
ご

と
く
で
あ
り
、
武
内
説
も
そ
う
し
た
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

「
子
思
子
」
の
首
篇
た
る
中
庸
篇
で
す
ら
、
そ
こ
に
登
場
す
る
「
子

日
」
が
す
べ
て
孔
子
の
発
言
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
三

篇
に
見
え
る
「
子
日
」
や
「
子
言
之
」
も
、
す
べ
て
孔
子
の
発
言
を

指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
篇
に
見
え
る
「
子
日
」
や
「
子

言
之
」
が
誰
の
発
言
な
の
か
を
判
断
し
得
る
明
確
な
材
料
は
、
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い
。
無
論
、
子
思
の
発
言
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る

表
現
は
皆
無
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
前
述
し
た
よ
う
に
異
説
が
並
び

立
つ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

(
6
)
は
唯
一
発
言
者
を

特
定
で
き
る
文
章
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
孔
子
を
指
示
す
る
以
上
、
残

余
も
す
べ
て
孔
子
の
発
言
を
指
す
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ

シフ。
そ
れ
で
は
、
孔
子
の
語
録
の
よ
う
な
体
裁
を
取
り
な
が
ら
、
な
ぜ

に
そ
れ
を
「
子
思
二
十
三
篇
」
と
か
「
子
思
子
」
と
称
し
た
の
で
あ

る
う
か
。
郭
庖
楚
簡
『
魯
穆
公
開
子
恩
」
で
は
、
子
思
と
魯
穆
公
が

直
接
問
答
す
る
形
式
が
取
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
四
篇
に
は
子
思
の
名

も
魯
穆
公
も
全
く
見
え
ず
、
子
思
の
発
言
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る

よ
う
な
痕
跡
は
皆
無
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
「
子
思
子
」
は
、
子
思

が
伝
え
聞
い
た
孔
子
の
語
録
で
あ
る
か
の
体
裁
を
取
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

首
篇
の
中
庸
篇
に
の
み
、
「
子
日
」
の
形
式
を
取
ら
ず
、
し
か
も
「
仲

の
っ
と

尼
は
尭
舜
を
祖
述
し
、
文
武
を
憲
章
し
、
上
は
天
時
に
律
り
、
下
は

ょ

た

と

水
土
に
襲
る
。
降
う
れ
ば
天
地
の
持
載
せ
。
さ
る
こ
と
無
く
、
覆
鴎
せ

ざ
る
こ
と
無
き
が
如
く
、
酔
う
れ
ば
四
時
の
錯
行
す
る
が
如
く
、
日

月
の
代
明
な
る
が
知
し
」
と
、
孔
子
以
外
の
人
物
の
筆
に
成
る
と
と

を
明
示
す
る
文
章
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
形
式
を
踏
む
部
分
が
、

孔
子
を
顕
彰
せ
ん
と
す
る
子
思
の
作
だ
と
す
る
構
成
が
取
ら
れ
て
い



た
の
で
あ
る
う
。
冒
頭
に
置
か
れ
る
篇
や
末
尾
に
位
置
す
る
篇
が
他

の
部
分
と
性
格
を
異
に
す
る
の
は
、
他
に
も
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
の
四
篇
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
同
一

学
派
の
手
に
成
る
一
連
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
乙
れ
ら

四
篇
の
成
立
時
期
は
、
従
来
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
〉
っ
か
。

劇
こ
の
中
の
中
庸
篇
に
つ
い
て
、
武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』

俄
及
び
『
中
国
思
想
史
』
は
、
内
容
上
の
ま
と
ま
り
か
ら
、
全
体
を
前

義
半
の
「
中
庸
本
書
」
と
後
半
の
「
中
庸
説
」
と
に
大
別
し
、
前
者
を

閑
子
恩
本
人
も
し
く
は
子
思
に
准
い
門
人
の
著
作
、
後
者
を
秦
代
に
お

蹴
け
る
子
恩
学
派
の
著
作
と
見
ぶ
。

思
こ
れ
に
対
し
て
赤
塚
忠
「
中
庸
解
説
」
は
、
前
後
二
分
説
を
否
定

わ
し
て
一
連
の
体
系
的
著
作
と
し
た
上
で
、
萄
子
当
時
に
成
立
し
て
い

献
た
原
型
を
、
秦
の
始
皇
帝
の
時
期
に
完
成
さ
せ
た
と
見
出
。
ま
た
津

駅
田
左
右
吉
『
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
』
は
、
道
家
思
想
か
ら
の
強

楚
い
影
響
や
、
漢
代
的
述
作
形
態
と
の
酷
似
を
指
摘
し
て
、
中
庸
篇
の

糊
成
立
時
期
を
前
漢
武
帝
期
以
降
に
措
定
す
目
。

中
庸
篇
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
四
篇
全
体
に
総
合
的
な
考
察
を
加

7

え
る
の
は
武
内
説
で
あ
る
。
武
内
説
は
、
中
庸
篇
と
他
の
三
篇
と
の

聞
に
は
思
想
的
展
開
が
見
ら
れ
る
と
し
て
、
「
中
庸
本
書
」
は
子
思
の

手
筆
か
門
人
の
編
纂
、
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
の
三
篇
は
戦
国
末
・
秦

初
の
子
思
学
派
の
作
、
「
中
庸
説
」
は
始
皇
帝
に
よ
る
統
一
後
に
子
思

学
派
が
書
い
た
解
説
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
そ
と
で
次
に
、
そ

の
当
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

武
内
説
が
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
の
三
篤
を
戦
国
末
・
秦
初
の
子
恩

学
派
の
作
と
し
た
最
大
の
論
拠
は
、
こ
れ
ら
三
篇
中
に
『
易
』
が
称

引
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
以
下
に
『
易
』
が
引
か
れ
る
箇
所
を
掲
げ
て

み
る
。(1)

子
目
、
無
僻
不
相
接
也
、
無
也
不
相
見
也
。
欲
民
之
母
相

褒
也
。
易
目
、
初
盆
告
。
再
三
演
。
演
則
不
告
。
(
表
記
篇
)

(2)
子
日
、
事
君
大
言
入
、
則
望
大
利
。
小
言
入
、
則
望
小
利
。

故
君
子
不
以
小
言
受
大
称
。
不
以
大
言
受
小
様
。
易
目
、

不
家
食
吉
。
(
表
記
篇
)

(3)
子
目
、
事
君
軍
旅
不
酔
難
、
朝
廷
不
僻
賎
。
慮
其
位
而
不

履
其
事
則
飢
也
。
故
君
使
其
臣
、
得
志
則
慎
慮
市
従
之
、

否
則
執
慮
而
従
之
。
絡
事
而
退
、
臣
之
厚
也
。
易
目
、
不

事
王
侯
、
高
尚
其
事
。
(
表
記
篇
)

(4)
子
云
、
敬
則
用
祭
器
。
故
君
子
不
以
非
康
雄
、
不
以
美
波

躍
。
故
食
鵡
、
主
人
親
鎖
、
則
客
祭
、
主
人
不
親
鎖
、
則

客
不
祭
。
故
君
子
有
無
閥
、
雌
美
不
食
鷲
。
易
目
、
東
灘
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殺
牛
、
不
如
西
郷
之
論
祭
、
寒
受
其
一
摘
。
詩
云
、
既
酵
以

酒
、
既
飽
以
徳
。
以
此
示
民
、
民
猶
苧
利
而
忘
義
。
(
坊
記

篇
)

(5)
子
云
、
躍
之
先
幣
吊
也
、
欲
民
之
先
事
而
後
勝
也
。
先
財

而
後
融
則
民
利
、
無
僻
而
行
情
則
民
争
。
故
君
子
於
有
償

者
、
弗
能
見
、
則
不
腕
其
鎖
。
易
目
、
不
耕
種
、
不
替
禽
、

凶
。
以
此
坊
民
、
民
猶
貴
職
市
賎
行
。
(
坊
記
篇
)

(6)
子
日
、
南
人
有
言
目
、
人
而
無
恒
、
不
可
以
局
卜
盤
。
古

之
遺
言
血
(
。
亀
盤
猶
不
能
知
也
。
而
況
が
、
人
乎
。
詩
云
、

我
亀
既
厭
、
不
我
告
猶
。
党
命
日
、
爵
無
及
悪
徳
、
民
立

市
正
。
事
純
而
祭
肥
、
是
局
不
敬
、
事
煩
則
乱
。
事
紳
則

難
。
易
目
、
不
恒
其
徳
、
或
承
之
差
。
恒
其
徳
偵
、
婦
人

吉
、
夫
子
凶
。
(
抑
制
衣
篇
)

ま
ず

(
1
)
が
引
く
『
易
』
は
、
蒙
卦
の
卦
辞
(
象
辞
)
、
「
初
盆

は
告
ぐ
。
再
三
す
れ
ば
抽
出
る
。
潰
る
れ
ば
則
ち
告
げ
ず
」
で
あ
る
。

(
2
)
の
引
用
は
、
大
畜
卦
の
卦
辞
、
「
家
食
せ
ず
し
て
吉
な
り
」
で

あ
る
。

(3)
は
盛
卦
の
上
九
の
交
辞
、
「
王
侯
に
事
え
ず
、
其
の
事

を
高
尚
に
す
」
で
あ
る
。

(
4
)
は
既
済
の
卦
の
九
五
の
交
辞
、
「
東

郊
の
牛
を
殺
す
は
、
西
郊
の
論
祭
し
て
、
寒
に
其
の
福
を
受
く
る
に

如
か
ず
」
で
あ
る
。

(
5
)
は
元
妄
の
卦
の
六
二
の
交
辞
、
「
耕
さ
ず

し
て
獲
、
畜
せ
ず
し
て
禽
す
れ
ば
、
則
ち
利
は
往
く
倣
に
有
り
」
で

あ
目
。
最
後
の

(
6
)
は
恒
の
卦
の
九
=
一
の
交
辞
、
「
其
の
徳
を
恒
に

せ
ざ
れ
ば
、
或
い
は
之
が
差
を
承
く
」
と
、
六
五
の
交
辞
、
「
其
の
徳

を
恒
に
し
て
偵
し
け
れ
ば
、
婦
人
は
吉
に
し
て
、
夫
子
は
凶
な
り
」

で
あ
る
。

武
門
説
は
、
『
易
』
は
孔
子
か
ら
孟
子
・
萄
子
に
至
る
ま
で
は
、
い

ま
だ
儒
教
の
経
典
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
、
『
易
』
は
目

不
章
の
頃
ま
で
に
い
つ
し
か
儒
教
の
経
典
と
な
っ
た
ら
し
い
が
、
そ

う
し
た
現
象
は
孟
子
に
も
萄
子
に
も
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
孟
子
・
萄

子
以
外
の
他
学
派
か
ら
起
こ
っ
た
ら
し
い
と
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
武
内
説
は
、
「
易
』
が
儒
家
の
経
典
と
な
っ
た
時
期
を
、

萄
子
以
降
、
戦
国
最
末
か
ら
秦
初
に
か
け
て
の
時
期
に
措
定
す
る
の

で
あ
る
。
同
時
に
武
内
説
は
、
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
=
一
篇
の
成
立
時

期
を
も
、
戦
国
最
末
か
ら
秦
初
と
推
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら

三
篇
が
「
易
』
を
称
引
す
る
現
象
は
、
戦
国
最
末
か
ら
秦
初
に
か
け

て
三
篇
を
著
作
し
た
子
思
学
派
の
聞
で
、
『
易
』
が
儒
家
の
経
典
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
郭
庖
楚
簡
の
発
見
に
よ
り
、
そ
う
し
た
見
方
は
も
は
や
通
用

し
な
く
な
っ
た
。
郭
眉
楚
簡
の
『
六
徳
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
見
え
る
。

故
に
夫
夫
た
り
、
婦
婦
た
り
、
父
父
た
り
、
子
子
た
り
、
君
君



た
り
、
臣
臣
た
り
。
六
者
各
お
の
其
の
職
を
行
わ
ば
、
而
ち
訓

誇
も
由
り
て
作
る
乙
と
亡
し
。
諸
を
詩
・
書
に
観
れ
ば
則
ち
亦

た
在
り
。
諸
を
礼
・
楽
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
諸
を
易
・

ま
さ

春
秋
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
此
に
親
し
め
ば
多
り
、
此
に

鏡
み
れ
ば
多
り
、
此
を
美
と
す
れ
ば
多
る
な
り
。
導
諜
止
む
。

『
六
徳
』
は
、
「
内
の
位
は
父
・
子
・
夫
な
り
。
外
の
位
は
君
・
臣
・

婦
な
り
」
と
、
夫
・
婦
・
君
・
臣
・
父
・
子
を
六
位
と
規
定
し
、
乙

の
六
位
に
聖
・
智
・
仁
・
義
・
忠
・
信
の
六
徳
や
、
率
・
従
・
使
-

m
事
・
教
・
受
の
六
職
を
配
当
す
る
形
で
、
三
者
の
関
係
を
詳
説
す
る
。

俄
先
に
引
用
し
た
箇
所
は
そ
れ
を
受
け
て
、
六
位
・
六
徳
・
六
職
の
理

義
想
的
対
応
関
係
が
、
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
書
に
も
見

欄
ら
れ
る
乙
と
を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
六
徳
』
に
は
詩
・
書
・
礼
・

触
楽
・
易
・
春
秋
の
書
名
が
登
場
す
る
の
だ
が
、
ヲ
」
れ
は
先
秦
の
儒
家

思
が
経
典
と
し
た
「
六
経
」
の
内
容
と
完
全
に
一
致
す
る
。

同
し
か
も
列
挙
さ
れ
る
順
序
ま
で
が
、
『
荘
子
』
天
運
篇
に
「
丘
は
詩
・

献
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
経
を
治
め
、
自
ら
以
て
次
し
と
為
す
」

b
 

削
と
、
そ
し
て
『
荘
子
』
天
下
篇
に
「
詩
は
以
て
志
を
導
い
、
書
は
以

楚
て
事
を
導
い
、
礼
は
以
て
行
を
導
い
、
楽
は
以
て
和
を
導
い
、
易
は

鞠
以
て
陰
陽
を
導
い
、
春
秋
は
以
て
名
分
を
導
う
」
と
語
ら
れ
る
「
六

経
」
の
順
序
と
全
く
符
合
し
て
い
る
。

9
し
た
が
っ
て
『
六
徳
』
が
著
作
さ
れ
た
当
時
、
儒
家
が
す
で
に
こ

れ
ら
六
種
の
典
籍
を
経
典
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な

い
。
も
と
よ
り
、
そ
の
当
時
に
「
六
経
」
な
る
総
称
ま
で
が
存
在
し

た
か
否
か
は
不
明
な
の
だ
が
、
総
称
の
有
無
は
別
と
し
て
、
儒
家
に

こ
れ
ら
六
種
の
典
籍
を
特
別
な
経
典
と
し
て
尊
重
す
る
考
え
方
が
存

在
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
郭
庖
楚
簡
の
『
語
叢
』
一
に
も
、
『
六
徳
』
の
記
述
を
裏
づ

げ
る
文
章
が
存
在
し
て
い
る
。

あ
っ

易
は
天
道
と
人
道
を
会
む
る
所
以
な
り
。

詩
は
古
今
の
志
を
会
む
る
所
以
な
り
。

春
秋
は
古
今
の
事
を
会
む
る
所
以
な
り
。

礼
と
は
交
の
行
述
な
り
。

楽
と
は
生
ず
る
こ
と
或
り
教
う
る
こ
と
或
る
者
な
り
。

『
語
叢
』
一
に
は
、
易
・
詩
・
春
秋
・
礼
・
楽
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る

簡
略
な
解
説
が
一
示
さ
れ
る
。
書
に
対
す
る
解
説
も
当
然
存
在
し
た
は

ず
で
あ
る
が
、
竹
簡
が
残
欠
し
て
い
て
具
体
的
記
述
が
見
当
た
ら
な

い
。
ま
た
礼
と
楽
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
特
定
の
典
籍
を
指
す
の
か
、

一
般
的
な
儀
礼
と
音
楽
を
指
す
の
か
は
判
然
と
せ
ず
、
む
し
ろ
後
者

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

し
た
が
っ
て
『
語
叢
』
一
の
記
述
は
、
先
の
『
六
徳
』
ほ
ど
明
確

に
「
六
経
」
概
念
の
存
在
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
少
な



。
く
も
こ
う
し
た
記
述
は
、
『
語
叢
』
一
が
編
集
さ
れ
た
当
時
、
す
で
に

儒
家
が
易
・
詩
・
春
秋
を
自
分
た
ち
の
経
典
と
し
て
奉
じ
て
い
た
状

況
を
明
示
し
て
は
い
る
。

し
か
ら
ば
「
六
徳
』
や
『
語
叢
』
一
の
成
書
年
代
は
、
い
つ
頃
と

考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
よ
う
に
、
郭
庖
一
号
楚
墓

の
下
葬
年
代
は
、
前
コ
一

O
O年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
副
葬

品
の
中
に
、
君
主
か
ら
高
齢
者
に
下
賜
さ
れ
る
鳩
杖
二
本
が
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
墓
主
は
七
十
歳
を
超
す
老
齢
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
出
土
し
た
『
六
徳
」
や
『
語
叢
』
一
は
、
墓
主

が
生
前
所
持
し
て
い
た
書
籍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
墓
主
が

五
十
歳
頃
に
と
れ
ら
の
写
本
を
入
手
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
書
写
年

代
は
前
三
二

O
年
頃
と
な
る
。

も
と
よ
り
そ
れ
は
、
転
写
を
重
ね
た
多
く
の
写
本
の
中
の
一
本
で

あ
っ
て
、
原
著
で
は
な
い
か
ら
、
原
著
の
成
立
は
郭
庖
写
本
の
書
写

年
代
を
さ
ら
に
遡
る
。
一
般
に
原
著
が
成
立
し
た
後
、
転
写
を
重
ね

て
写
本
が
流
布
す
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
期
間
を
見
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
か
ら
、
そ
の
幅
を
ど
ん
な
に
短
く
見
積
も
っ
て
も
、
十
年
か

二
十
年
は
遡
ら
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
仮
に
『
六
徳
』
や
『
語
揖
取
』

一
の
書
写
年
代
を
前
三
ニ

O
年
頃
と
し
、
原
著
の
成
立
年
代
を
そ
こ

か
ら
二
十
年
遡
ら
せ
る
と
、
そ
の
成
書
年
代
は
前
三
四

O
年
頃
と

な
る
。上

述
し
た
よ
う
に
『
六
徳
』
や
『
語
叢
」

一
は
、
儒
家
が
『
易
』

を
経
典
視
し
て
い
た
状
況
を
踏
ま
え
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
両
者
が
成
書
さ
れ
る
以
前
に
、
儒
家
は
す
で
に
『
易
』
を
経

典
視
し
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
儒
家
が
『
易
』

を
経
典
視
し
始
め
た
の
は
、
前
三
四

O
年
頃
を
か
な
り
遡
る
時
代

だ
っ
た
と
し
な
凶
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

郭
庖
楚
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
『
易
』
が
儒
家
の
経
典
と
な
っ
た
時
期
を
戦
国
最
末
か
ら
秦
初
に

求
め
た
武
内
説
は
、
も
は
や
全
く
成
り
立
つ
余
地
が
な
い
。
と
同
時

に
、
表
記
・
坊
記
・
抑
制
衣
三
篇
の
成
立
時
期
を
、
戦
国
最
末
か
ら
秦

初
と
推
定
し
た
そ
の
結
論
も
、
郭
居
楚
簡
や
上
海
簡
の
中
に
『
抑
胴
衣
』

が
含
ま
れ
て
い
た
事
実
に
よ
っ
て
、
今
や
完
全
に
否
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。上

海
簡
の
中
に
は
『
周
易
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
上
海
博
物
館
の

中
国
歴
代
書
法
館
に
は
、
現
行
本
で
言
え
ば
「
礼
記
』
の
抑
制
衣
篇
と

孔
子
関
居
篇
、
『
大
戴
礼
記
』
の
武
王
践
昨
篇
、
「
周
易
』
、
及
び
新
出

の
『
季
桓
子
』
な
ど
、
上
海
筒
中
の
五
種
類
の
文
献
の
竹
筒
の
拡
大

写
真
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
本
づ
っ
、
計
十
本
分
掲
示
し
て
あ
る
。

『
周
易
』
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
務
の
卦
の
一
部
で
あ
る
一
本

と
、
大
畜
の
卦
の
一
部
で
あ
る
一
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
各
々

の
竹
簡
に
は
、
街
頭
か
ら
卦
画
・
卦
名
・
卦
辞
・
交
辞
の
順
に
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
乙
に
記
さ
れ
る
卦
画
・
卦
名
・
卦
辞
・
交
辞

は
、
伝
世
の
『
周
易
』
と
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
。
細
部
に
は
文



字
の
異
同
が
在
在
す
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
同
一
テ
キ
ス
ト
内
で

の
異
同
の
範
囲
だ
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。

上
海
簡
の
書
写
年
代
は
戦
国
晩
期
(
前
四
世
紀
中
葉
1
前一一一一一

年
)
、
よ
り
詳
し
く
は
前
三

O
O年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ

う
し
た
事
実
は
、
『
周
易
』
の
卦
画
・
卦
名
・
卦
辞
・
交
辞
が
、
戦
闘

前
期
(
前
四

O
三
年

1
前
三
四
三
年
)
か
ら
す
で
に
一
定
し
た
形
で

伝
承
さ
れ
て
い
た
状
況
を
物
語
る
。
『
国
語
』
や
『
春
秋
左
氏
伝
」
に

『
周
易
』
を
用
い
た
笈
占
の
記
事
が
散
見
す
る
点
な
ど
を
考
慮
す
れ

ば
、
恐
ら
く
そ
の
来
歴
は
戦
国
前
期
よ
り
も
相
当
古
く
、
春
秋
時
代

内
(
前
七
七

O
年
1
前
四

O
一
ニ
年
て
さ
ら
に
は
西
周
末
に
ま
で
遡
る
可

思
t

{

担

後
能
性
が
あ
る
。

義
乙
う
し
た
『
周
易
』
の
来
歴
の
古
さ
と
、
前
述
し
た
『
六
徳
』
や

閥
「
垣
間
重
一
の
記
述
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
春
秋
末
年
か
ら
戦
国
前
期

航
初
頭
に
は
、
『
周
易
』
は
儒
家
の
経
典
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

忠
一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
市
馬
王
堆
の
前
漠
墓
か
ら
大
量
の
吊
書

わ
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
に
も
『
周
易
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

倣
吊
書
『
周
易
』
も
、
卦
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
な
ど
、
伝
世

日
本
と
は
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
や
は
り
同
一
の

側

聞

記

)

楚
テ
キ
ス
ト
と
考
え
て
よ
い
。

鞠
注
目
す
べ
き
は
、
吊
書
『
周
易
』
に
二
三
子
関
・
繋
辞
・
易
質
・

要
・
謬
和
・
昭
カ
と
い
っ
た
伝
が
付
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば

l

二
三
子
問
は
、
坤
の
卦
の
上
六
の
交
辞
に
関
し
て
、
「
易
に
日
く
、
龍

ち
に
そ

は
野
に
戦
う
。
其
れ
玄
黄
を
血
む
と
。
孔
子
日
く
、
此
れ
大
人
の
徳

を
広
め
て
教
え
を
民
に
施
す
を
言
う
な
り
。
夫
れ
文
の
交
に
し
て
、

采
物
の
畢
く
存
す
る
は
、
其
れ
唯
だ
龍
の
み
か
。
徳
義
広
大
に
し
て
、

法
物
の
備
固
持
す
る
は
、
〔
其
れ
唯
だ
〕
聖
人
の
み
か
。
龍
は
野
に
戦
う

と
は
、
大
人
の
徳
を
広
め
て
、
下
は
民
に
〔
接
〕
す
る
を
舌
一
同
う
な
り
。

其
れ
玄
黄
を
血
む
と
は
、
文
を
見
わ
す
な
り
。
聖
人
の
法
教
を
出
だ

し
て
以
て
民
を
導
く
は
、
亦
た
猶
お
龍
の
文
の
ご
と
き
な
り
。
玄
黄

{MU 

〔
を
血
む
〕
と
謂
う
ベ
し
」
と
、
解
説
を
加
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
が
『
周
易
』
の
経
文
を
解
説
す
る
形
の
伝
が

付
載
さ
れ
る
現
象
は
、
伝
を
著
作
し
て
、
「
易
』
を
孔
子
及
び
儒
家
と

結
び
付
け
る
営
為
が
、
戦
国
期
か
ら
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
と
と

を
示
し
て
い
る
。
吊
書
『
周
易
』
が
出
土
し
た
馬
王
堆
三
号
漢
墓
は
、

前
一
六
八
年
、
前
漢
文
帝
の
前
元
十
二
年
の
造
営
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
乙
で
皇
吊
書
が
書
写
さ
れ
た
時
期
は
、
漢
帝
国
成
立
後
ほ
ど
な

い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
吊
書
『
周
易
』
が
付
載
す
る

伝
は
、
す
で
に
戦
国
期
に
著
作
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
儒
家
が
『
易
』
を
経
典
視
し
た
時
期

が
、
戦
闘
末
や
索
初
を
大
き
く
遡
る
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
触
れ
て
お
く
べ
き
事
柄
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
郭
底
楚
簡
や
上
海
簡
の
『
絡
衣
』
に
、
『
易
」
の
引
用

部
分
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
武
内
説
は
、
儒
家
と
『
易
』
が
結

合
し
た
時
期
を
、
萄
子
以
降
、
戦
国
最
末
か
ら
秦
初
に
求
め
た
た
め
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に
、
「
易
』
を
称
引
す
る
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
三
篇
の
成
立
時
期
を
も
、

戦
国
最
末
か
ら
秦
初
と
推
定
し
た
わ
げ
で
あ
る
。
も
し
竹
筒
本
「
絡

衣
』
と
同
様
に
、
表
記
・
坊
記
に
見
ら
れ
る
『
易
』
の
引
用
部
分
も
、

後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
初
の
テ
キ
ス
ト
に
は
な
か
っ

た
可
能
性
を
想
定
し
た
場
合
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

古

上
述
の
よ
う
に
、
儒
家
が
『
易
』
を
経
典
視
し
た
時
期
は
春
秋
末

か
ら
戦
国
前
期
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
し
、
ま
た
『
易
』
の
テ
キ
ス
ト

も
伝
世
本
と
大
差
な
い
形
で
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、

三
篇
の
作
者
が
篇
中
に
『
易
』
を
称
引
し
よ
う
と
思
え
ば
、
当
時
そ

れ
は
い
く
ら
で
も
可
能
だ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
三
篇
の
原
初
の
テ
キ
ス
ト
に
『
易
』
が
引
用
さ
れ
て
い
よ

う
と
い
ま
い
と
、
そ
れ
が
直
ち
に
三
篇
の
成
立
年
代
を
判
定
す
る
材

料
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
竹
筒
本
「
絡
衣
』
に
『
易
」
の
引
用
部
分
が
存
在
し
な
い
か

ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
テ
キ
ス
ト
の
原
初
形
態
だ
と
か
、
戦
国
当
時

存
在
し
て
い
た
唯
一
の
形
態
だ
と
は
必
ず
し
も
即
断
で
き
な
い
。
た

ま
た
ま
郭
庖
楚
簡
や
上
海
簡
の
テ
キ
ス
ト
が
そ
う
し
た
形
態
だ
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
伝
世
本
と
同
様
の
形
態
の
テ
キ
ス
ト
が
並
行
的
に
流

布
し
て
い
た
可
能
性
も
残
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
可
能
性
を
捨

て
切
れ
な
い
以
上
、
『
易
』
の
称
引
の
有
無
は
、
な
お
さ
ら
三
篇
の
成

立
年
代
を
判
定
す
る
決
め
手
に
は
な
り
難
い
わ
け
で
あ
る
。

き
て
郭
庖
楚
簡
と
上
海
簡
に
『
蜘
胴
衣
』
が
含
ま
れ
て
い
た
以
上
、

表
記
・
坊
記
の
二
篇
も
、
春
秋
末
年
か
ら
戦
国
前
期
の
成
立
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絡
衣
と
表
記
・
坊
記
の
問
に
は
時
代
差
を
想

定
す
べ
き
格
別
の
差
異
は
存
在
せ
ず
、
三
篤
と
も
に
同
一
学
派
の
手

に
成
る
一
連
の
著
作
と
見
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
残
る
中
庸
篇
に
関
し
て
は
、
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
武
内
説
は
、
前
半
は
「
中
庸
」
を
主
題
と
し
、
後
半
は
「
誠
」

を
主
題
と
す
る
と
い
っ
た
内
容
上
の
差
異
を
重
視
し
て
、
中
庸
篇
を

「
中
庸
本
書
」
と
「
中
庸
説
」
に
二
分
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
一
篇
内

で
主
題
が
転
換
す
る
の
は
、
表
記
・
坊
記
・
抑
制
衣
三
篇
に
も
見
ら
れ

る
現
象
で
、
そ
れ
を
捉
え
て
、
一
方
を
子
息
な
い
し
門
人
の
時
代
の

著
作
、
も
う
一
方
を
秦
の
始
皇
帝
の
時
代
の
著
作
と
、
大
き
な
時
代

差
を
設
け
る
べ
き
必
然
性
は
何
も
な
時
。

「
中
庸
本
書
」
(
戦
国
前
期
)
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
三
篇
(
戦
国
米
・

秦
初
)
l「
中
庸
説
」
(
始
皇
帝
の
統
一
後
)
と
す
る
武
内
説
の
図
式
の

二
番
目
が
、
郭
庖
楚
簡
『
抑
制
衣
」
や
上
海
筒
『
絡
衣
』
の
発
見
に
よ
っ

て
、
す
で
に
完
全
に
破
綻
し
た
以
上
、
中
庸
篇
を
二
分
し
て
表
記
・

坊
記
・
絡
衣
三
篇
の
前
と
後
に
配
置
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
四
篇
は
、
春
秋

末
年
か
ら
戦
国
前
期
に
か
け
て
同
一
学
派
に
よ
り
著
作
さ
れ
た
、
一

連
の
文
献
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
刊
。
こ
う
し
た
前
提
に
立

っ
と
き
、
従
前
の
古
代
中
国
思
想
史
研
究
は
、
い
か
な
る
変
更
を
迫



ら
れ
る
の
で
あ
る
う
か
。

四

こ
れ
ま
で
の
古
代
中
国
思
想
史
研
究
で
は
、
『
易
』
は
戦
国
最
末
か

ら
秦
漢
の
際
に
か
け
て
、
あ
る
い
は
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
、
初
め
て

儒
教
の
経
典
中
に
加
え
ら
れ
た
と
説
明
さ
れ
、
そ
れ
が
通
説
と
も

A
m
v
 

な
っ
て
き
た
c

武
内
説
は
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
戦
国
末
か
ら
秦
に
か
け
て
の
時

節
期
、
儒
家
、
特
に
子
思
学
派
は
、
道
家
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

彼
象
伝
・
象
伝
・
繋
辞
伝
・
文
言
伝
等
の
易
伝
を
著
作
し
て
、
盤
占
の

義
書
だ
っ
た
『
易
』
を
儒
教
の
経
典
に
変
換
す
る
作
業
を
進
め
た
が
、

開
そ
の
営
為
を
通
じ
て
易
伝
の
形
而
上
的
思
索
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も

駄
に
、
そ
れ
ま
で
の
儒
家
が
不
得
意
と
し
た
形
而
上
的
宇
皇
嗣
が
、
儒

思
家
思
想
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま

れ
で
の
儒
家
は
専
ら
人
聞
社
会
内
部
の
道
徳
思
想
に
視
野
を
限
定
し
て

献
い
た
の
だ
が
、
戦
国
末
・
秦
代
に
至
り
、
『
易
』
の
経
典
化
や
道
家
思

刊
想
の
影
響
に
よ
っ
て
、
誠
を
宇
宙
を
貫
通
す
る
原
理
と
す
る
よ
う
な
、

楚
人
間
道
徳
を
形
而
上
的
宇
宙
論
に
根
拠
づ
け
る
思
想
を
形
成
す
る
よ

鵬
う
に
な
っ
た
と
一
百
う
の
で
あ
封
。

3

だ
が
、
儒
家
が
『
易
』
を
経
典
視
し
始
め
た
時
期
が
春
秋
末
な
い

l

し
戦
国
前
期
に
ま
で
遡
る
乙
と
、
す
で
に
戦
周
期
か
ら
儒
家
が
易
伝

を
著
作
し
て
い
た
こ
と
、
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
制
胴
衣
四
篇
の
成
書

年
代
が
春
秋
末
・
戦
国
前
期
に
遡
る
と
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た

以
上
、
儒
家
が
形
而
上
的
思
索
を
開
始
し
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
当

然
再
考
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
。

郭
庖
楚
簡
『
性
自
命
出
』
に
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
中
席
篤

と
極
め
て
近
似
し
た
思
想
が
語
ら
れ
る
。

さ
だ

(
l
)
凡
そ
人
は
性
有
る
と
臨
も
、
心
は
志
を
食
む
る
こ
と
亡
く
、

お
こ

物
を
待
ち
て
而
る
後
に
作
り
、
悦
を
待
ち
て
而
る
後
に
行

い
、
習
う
を
待
ち
て
而
る
後
に
集
ま
る
。
喜
・
怒
・
哀
・

悲
の
気
は
性
な
り
。
其
の
外
に
見
わ
る
る
に
及
ぶ
は
、
則

ち
物
之
を
取
れ
ば
な
り
。
性
は
命
よ
り
出
で
、
命
は
天
よ

り
降
る
。
道
は
情
に
始
ま
り
、
情
は
性
よ
り
生
ず
。
始
め

は
情
に
近
く
、
終
わ
り
は
義
に
近
し
。
〔
情
を
〕
知
る
〔
者

は
能
く
〕
之
を
出
だ
し
、
義
を
知
る
者
は
能
く
之
を
納
む
。

好
惑
は
性
な
り
。
好
む
所
と
悪
む
所
は
物
な
り
。
善
と
不

〔
善
は
義
な
り
〕

O

普
と
す
る
所
と
不
善
と
す
る
所
は
勢
な

h
H
J

。

2 

と四取凡
各海れそ
おのば物
の内なは
異もり異
昔、。な

る其柔ら
はののぎ
、性約弘

教はか者
えーな亡
然なるし
らり』宅。
し。品剛
む其ぎの
るの宏樹
な心晶つ
りを 2fは。回日、

用ば
う h 同日
る吉之
こ%を
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(3)
詩
・
書
・
礼
・
楽
は
、
其
の
始
め
て
出
づ
る
は
、
皆
人
よ

り
生
ず
。
詩
は
為
さ
ん
と
す
る
有
り
て
之
を
為
り
、
書
は

為
さ
ん
と
す
る
有
り
て
之
を
言
い
、
礼
・
楽
は
為
さ
ん
と

す
る
有
り
て
之
を
挙
う
。
聖
人
は
其
の
類
を
比
べ
て
之
を

論
会
し
、
其
の
先
後
を
観
て
之
を
逆
順
し
、
其
の
義
を
体

し
て
之
を
節
度
し
、
其
の
情
を
理
め
て
之
を
出
内
し
、
然

る
後
に
覆
い
て
以
て
教
う
。

(
l
)
は
『
性
自
命
出
』
の
官
頭
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
性

は
命
よ
り
出
で
、
命
は
天
よ
り
降
る
。
道
は
情
に
始
ま
り
、
情
は
性

よ
り
生
ず
」
と
、
天
ー
命
|
性
|
情
l
道
と
の
発
生
順
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
順
序
が
、
「
天
の
命
ず
る
之
を
性
と
請
い
、
性
に
率
う
之
を
道
と

謂
い
、
道
を
惰
む
る
之
を
教
と
謂
う
」
と
す
る
中
庸
篇
の
冒
頭
部
分

と
酷
似
す
る
こ
と
は
論
を
倹
た
な
い
。

ま
た
、
天
に
命
ぜ
ら
れ
た
人
間
の
本
性
に
は
、
喜
・
怒
・
哀
・
悲

の
気
が
宿
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
喜
・
怒
・
哀
・
悲
の
感
情
と
し
て
外

界
に
発
露
す
る
の
は
、
特
定
の
外
物
に
触
発
さ
れ
た
結
果
だ
と
す
る

性
情
論
は
、
中
庸
篇
冒
頭
部
分
の
「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
未
だ
発
せ

ざ
る
は
、
之
を
中
と
謂
い
、
発
し
て
節
に
中
る
は
、
之
を
和
と
謂
う
」

と
近
似
し
た
思
考
で
あ
る
。

次
の

(
2
)
で
は
、
万
物
が
こ
と
ご
と
く
異
な
る
様
相
を
示
す
の

は
、
外
界
に
存
在
す
る
剛
や
柔
と
い
っ
た
働
き
が
、
個
物
に
内
在
す

る
剛
や
柔
の
性
質
を
選
ん
で
引
き
出
す
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
様

に
、
万
物
の
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
同
一
な
の
だ
が
、
同

類
で
あ
り
な
が
ら
心
の
作
用
が
異
な
る
の
は
、
外
部
か
ら
加
え
ら
れ

た
教
導
の
違
い
に
よ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
剛
と
柔
が
、
単
に

個
物
の
属
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
地
の
聞
に
存
在
す
る
形
而
上
的
原

理
と
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の

(3)
で
は
、
聖
人
は
詩
・
書
・
礼
・
楽
の
内
容
を
分
析

し
て
性
格
の
異
同
を
照
合
し
、
そ
の
難
易
度
に
応
じ
て
踏
む
べ
き
階

梯
を
設
け
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
る
正
義
を
自
ら
体
現
し
つ
つ
、
義
の

実
践
に
際
し
て
守
る
べ
き
節
度
を
定
め
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
感
情

を
自
ら
統
御
し
つ
つ
、
感
情
を
出
入
さ
せ
る
規
範
を
整
え
た
の
ち
、

天
下
全
体
を
あ
ま
ね
く
包
摂
す
る
形
で
、
教
化
を
開
始
す
る
と
語
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
聖
人
の
教
化
形
態
は
、
「
喰
だ
天
下
の
至
誠
の
み
、

能
く
其
の
性
を
尽
く
す
を
為
す
。
能
く
其
の
性
を
尽
く
さ
ば
、
則
ち

能
く
人
の
性
を
尽
く
す
。
能
く
人
の
性
を
尽
く
さ
ば
、
則
ち
能
く
物

の
性
を
尽
く
す
。
能
く
物
の
性
を
尽
く
さ
ば
、
則
ち
以
て
天
地
の
化

た
す

育
を
賛
く
べ
し
。
以
て
天
地
の
化
育
を
賛
く
べ
く
ん
ば
、
則
ち
天
地

ま
U
わ

と
参
る
べ
し
」
と
す
る
中
庸
篇
の
記
述
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
性
自
命
出
』
の
前
半
部
分
は
、
天
命
と
し
て
人
聞

が
宿
す
内
な
る
性
、
あ
る
と
き
は
内
に
と
ど
ま
り
、
あ
る
と
き
は
外

に
発
露
し
て
、
内
外
双
方
の
性
格
を
合
わ
せ
持
つ
情
、
外
界
か
ら
働

き
か
け
て
情
を
引
き
出
す
外
在
的
教
化
手
段
と
い
っ
た
区
分
を
立
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て
、
三
者
の
関
係
を
詳
述
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
性
自
命
出
』
は
、

先
天
的
性
と
後
天
的
教
化
の
関
係
を
原
理
的
に
考
察
す
る
原
論
の
性

格
を
帯
び
て
い
る
。
『
性
自
命
出
』
の
成
書
年
代
が
春
秋
末
か
戦
園
前

期
ま
で
遡
る
と
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
儒
家
が
中
庸
篇
に
類
す
る

形
而
上
的
思
索
を
開
始
し
た
時
期
も
、
当
然
そ
の
時
代
ま
で
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
吊
書
『
周
易
』
が
付
載
す
る
易
伝
を
検
討
し
て

み
よ
う
。

郭庖楚簡『絡衣』の思想史的意義(浅野)

(A)
天
実
地
庫
、
鍵
川
定
突
。
庫
高
己
陳
、
貴
賎
立
失
。
動
車
相

有
常
、
剛
柔
断
失
。
方
以
類
販
、
物
以
霊
分
、
吉
凶
生
〔
失
。

在
天
成
象
〕
、
在
地
成
剤
、
〔
愛
〕
化
見
失
。
(
繋
辞
)

(B)
天
等
地
卑
、
乾
坤
定
実
。
卑
高
以
陳
、
貴
賎
位
会
。
動
静

有
常
、
剛
柔
断
実
。
方
以
類
臨
剤
、
物
以
蓬
分
、
吉
凶
生
奏
。

在
天
成
象
、
在
地
成
形
、
獲
化
見
失
。

(C)
犯
同
天
地
之
化
而
不
遇
、
曲
高
物
市
不
法
、
遺
諮
蓋
夜
之

道
而
知
。
古
一
抑
元
方
、
易
元
慢
。
一
陰
一
陽
之
胃
道
。
係

之
者
善
也
。
成
之
者
生
也
。
(
繋
辞
)

(D)
範
囲
天
地
之
化
而
不
遇
、
曲
成
寓
物
市
不
遁
、
遁
乎
蓋
夜

之
道
而
知
。
故
紳
元
方
、
而
易
元
館
。
一
陰
一
陽
之
謂
道
。

縫
之
者
善
也
。
成
之
者
性
也
。

(E)
夫
子
老
而
好
易
、
居
則
在
席
、
行
則
在
襲
。
子
貫
目
、
夫
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子
宮
日
数
此
日
、
徳
行
亡
者
、
紳
盤
之
趨
、
知
謀
漣
者
、

ト
盆
之
繁
。
賜
以
此
局
然
奏
。
以
此
言
取
之
、
賜
縮
行
之

矯
也
。
夫
子
何
以
老
而
好
之
乎
。
(
要
)

(
F
)
故
易
有
天
道
駕
、
而
不
可
以
日
月
星
辰
蚤
穣
也
。
故
国
周
之

以
陰
陽
。
有
地
道
駕
、
不
可
以
水
火
金
土
木
輩
格
也
。
故

律
之
以
柔
刷
。
有
人
道
湾
、
不
可
以
父
子
君
臣
夫
婦
先
後

遺
稿
也
。
故
潟
之
以
上
下
。
有
四
時
之
蟹
震
、
不
可
以
寓

物
謹
稀
也
。
故
局
之
以
八
卦
。
(
要
)

(G)
易
日
、
康
食
用
錫
馬
番
庶
、
登
日
三
接
。
孔
子
目
、
此
一
言

聖
王
之
安
世
者
也
。
(
中
略
)
聖
人
之
夜
政
也
、
必
等
天
而

敬
衆
、
理
順
五
行
、
天
地
無
蓄
、
民
口
不
傷
。
甘
露
時
雨

衆
降
、
劇
風
苦
雨
不
至
、
民
也
相
脇
以
毒
。
(
二
三
子
問
)

(H)
卦
回
、
顔
霜
。
堅
泳
至
。
孔
子
目
、
此
一
言
天
時
緒
戒
藻
常

也
。
(
中
略
)
徳
輿
天
道
始
、
必
順
五
行
。
其
孫
貴
市
宗
不

滅
。
(
二
三
子
問
)

先
頭
の

(
A
)
は
、
阜
市
書
『
周
易
」
繋
辞
の
冒
頭
部
分
で
あ
り
、

(B)
は
伝
世
本
『
周
易
』
繋
辞
伝
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

(C)
も

吊
書
『
周
易
』
繋
辞
の
一
節
で
、

(D)
は
伝
世
本
の
該
当
箇
所
で
あ

る
。
比
較
・
対
照
す
れ
ば
、
両
者
が
同
一
の
文
献
で
あ
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
吊
書
『
周
易
』
の
繋
辞
は
、
現

(
お
}

行
の
繋
辞
伝
と
基
本
的
に
全
く
一
致
す
る
。
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武
内
説
は
臨
時
辞
伝
と
文
言
伝
は
秦
代
の
子
思
学
派
の
手
に
成
っ
た

と
す
る
が
、
吊
書
『
周
易
』
の
発
見
に
よ
り
、
そ
う
し
た
推
測
は
も

は
や
不
可
能
と
な
っ
た
。
前
一
六
八
年
造
営
の
馬
王
堆
漠
墓
か
ら
出

土
し
た
吊
書
『
周
易
』
の
書
写
年
代
は
、
高
祖
・
恵
帝
期
と
推
定
さ

れ
る
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
も
と
よ
り
原
著
で
は
あ
り
得
ず
、
原
著
の

成
立
時
期
は
高
祖
・
恵
帝
期
か
ら
数
十
年
な
い
し
百
数
十
年
は
遡
る

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
吊
書
易
伝
の
成
立
時
期
は
、

戦
国
中
期
(
前
三
四
二
年

1
前
二
八
二
年
)
か
戦
国
後
期
(
前
二
八

一
年

1
前
二
二
二
年
)
と
な
ろ
う
。
従
来
繋
辞
伝
は
、
『
易
』
の
形
而

上
学
的
思
索
の
精
撃
を
示
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
が

高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
て
み
れ
ば
儒
家
は
、
す
で
に
戦
国
期
か

ら
易
伝
の
形
而
上
学
的
思
索
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(E)
は
吊
書
易
伝
・
要
の
一
節
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
孔
子

は
、
晩
年
に
『
易
』
を
好
み
、
片
時
も
『
易
』
を
手
放
さ
な
か
っ
た

と
い
う
。
子
買
は
そ
れ
を
批
判
し
、
先
生
が
ト
盆
よ
り
も
人
間
修
養

が
大
切
だ
と
教
え
る
も
ん
だ
か
ら
、
自
分
も
そ
の
実
践
に
努
め
て
き

た
の
に
、
今
頃
に
な
っ
て
『
易
』
を
愛
好
す
る
の
は
合
点
が
行
か
な

い
と
詰
め
寄
る
。

『
論
一
語
』
に
は
、
「
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言
う
は
、
得
て
聞
く
べ

か
ら
ず
」
(
公
冶
長
篇
)
と
か
、
「
民
の
義
に
務
め
、
鬼
神
を
敬
し
て

之
を
遠
ざ
く
れ
ば
、
知
と
謂
う
べ
し
」
(
潅
也
篇
)
「
子
は
怪
カ
乱
神

を
語
ら
ず
」
(
述
而
篇
)
な
ど
と
、
神
秘
主
義
を
否
定
す
る
か
の
孔
子

の
一
言
動
が
記
さ
れ
る
。
易
伝
の
作
者
は
孔
子
に
聖
人
の
資
格
を
与
え

る
べ
く
、
孔
子
が
『
易
』
に
精
通
し
て
い
て
易
伝
を
著
作
し
た
証
拠

を
握
造
せ
ん
と
、
易
伝
の
偽
作
に
励
ん
問
。
そ
の
際
、
上
記
の
言
動

と
矛
盾
す
る
事
態
を
危
倶
し
、
「
子
日
、
加
我
数
年
、
五
十
以
皐
易
、

可
以
無
大
過
失
」
(
『
論
語
』
述
而
篇
)
と
の
孔
子
の
言
を
奇
貨
と
し

て、

(E)
の
よ
う
な
話
を
作
り
、
矛
盾
で
は
な
い
こ
と
を
孔
子
の
口

を
借
り
て
釈
明
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
刊
。

続
く

(
F
)
(
G
)
(
H
)
に
も
、
孔
子
が
日
月
星
辰
か
ら
成
る
天

道
に
陰
陽
概
念
を
、
水
火
金
土
木
か
ら
成
る
地
道
に
剛
柔
概
念
を
導

入
し
た
と
か
、
孔
子
が
「
理
む
る
に
五
行
に
順
い
て
、
天
地
に
音
無

し
」
と
か
「
徳
は
天
道
と
始
め
、
必
ず
五
行
に
順
う
」
と
す
る
天
人

相
関
思
想
を
説
い
た
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の

記
述
に
よ
っ
て
、
す
で
に
戦
国
期
か
ら
、
儒
家
の
一
部
が
孔
子
を
神

秘
主
義
的
天
人
相
関
論
者
に
仕
立
て
上
げ
、
人
間
道
徳
と
形
而
上
的

宇
宙
論
を
結
合
す
る
思
索
を
積
み
重
ね
て
い
た
事
実
を
知
る
の
で

{幻】

セ
叩
司
令
。そ

の
際
、
儒
家
が
完
全
に
独
力
で
そ
れ
を
実
行
し
た
と
は
考
え
難

く
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
道
家
思
想
を
始
め
と
し

た
他
学
派
の
影
響
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
道
家
思
想

の
発
生
時
期
自
体
を
新
し
く
見
る
傾
向
が
強
か
っ
た
た
め
、
儒
家
が

道
家
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
易
伝
を
著
作
し
た
時
期
を
も
、
戦
闘
末

や
秦
代
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
戦
国
楚
簡
の
発
見
に
よ
っ



て
、
道
家
思
想
の
発
生
時
期
そ
の
も
の
も
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

郭
庖
楚
簡
に
は
三
種
の
『
老
子
』
抄
本
が
あ
っ
て
、
『
老
子
』
の
成

立
時
期
が
戦
国
初
頭
な
い
し
春
秋
末
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
郭
底
楚
簡
『
太
一
生
水
』
の
発
見
は
、
こ
れ
ま
で
我
々

が
知
ら
な
か
っ
た
道
家
思
想
が
存
在
し
て
い
た
乙
と
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
語
。
ま
た
郭
庖
楚
簡
の
『
語
叢
』
に
は
、
「
凡
そ
物
は
亡
(
無
)

よ
り
生
ず
」
「
天
道
を
察
し
て
、
以
て
民
の
気
を
化
す
」
「
物
と
し
て

物
と
せ
ざ
る
こ
と
亡
げ
れ
ば
、
皆
穏
に
至
る
。
而
し
て
己
の
之
を
取

さ

か

や

す

ん

刊
る
者
に
非
ざ
る
亡
し
」
(
『
語
叢
』
一
)
と
か
、
「
華
ゆ
る
は
自
ら
妻
子
J

里

E
な

む

な

織
れ
ば
な
り
。
賊
わ
る
る
は
人
を
退
く
れ
ば
な
り
」
「
名
は
婁
し
け
れ
ど

義
も
、
由
り
て
則
ち
玄
生
ず
」
(
『
語
叢
』
二
)
、
「
天
型
成
り
て
、
人
と

崎
物
は
斯
ち
理
あ
り
」
(
言
叢
』
一
一
一
)
な
ど
と
、
道
家
思
想
と
思
わ
れ

融
る
文
章
も
散
見
す
る
。

思
こ
う
し
た
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
来
歴
を
異
に
し
な

わ
が
ら
も
、
後
に
道
家
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
な
思
想
が
、
春
秋
末
か
ら

献
戦
国
初
頭
に
か
け
て
す
で
に
存
在
し
、
そ
の
一
部
は
孔
子
に
先
行
し

前
て
い
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
儒
家
が
戦
国
前

楚
期
か
ら
戦
国
中
期
に
か
け
て
、
道
家
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
易
伝
を

掬
著
作
す
る
と
と
は
、
充
分
可
能
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
刊
。

7

卦
画
・
卦
名
・
卦
辞
・
美
辞
な
ど
の
『
周
易
』
の
基
本
構
造
が
確

l

立
し
た
時
期
も
、
道
家
思
想
の
発
生
時
期
も
、
儒
家
が
『
易
』
を
経

典
視
し
始
め
た
時
期
も
、
儒
家
が
易
伝
を
著
作
し
た
時
期
も
、
そ
し

て
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
絡
衣
四
篇
の
成
書
年
代
も
、
相
次
ぐ
戦
国

楚
簡
の
発
見
に
よ
り
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
き

て
い
一
位
。
我
々
は
今
日
、
従
前
の
通
説
の
枠
組
み
に
囚
わ
れ
る
と
と

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
論
に
反
省
を
加
え
、
古
代
中
国
思
想
史
を

再
構
築
す
べ
き
段
階
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注
(
1
)

発
掘
調
査
の
結
果
は
、
湖
北
省
刑
門
市
博
物
館
「
剤
門
郭
庄
一
号
楚

基
」
(
『
文
物
」
一
九
九
七
年
第
七
期
)
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
は
造
営
時
期
を
「
公
元
前
回
世
紀
中
期
至
前
三
世
紀
初
」
と
す
る

が
、
佳
仁
義
「
荊
門
楚
基
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」
(
『
刑
門
社
会

科
学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
)
は
、
包
山
楚
墓
(
前
=
一
一
六
年
下
葬
)

よ
り
出
土
し
た
副
葬
品
と
の
比
較
か
ら
、
「
公
元
前
三

O
O年
」
と
す

る。

(2)

以
下
郭
庖
楚
簡
の
引
用
は
、
剤
門
市
博
物
館
『
郭
庖
楚
基
竹
筒
」
(
文

物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
)
が
収
め
る
袋
錫
圭
氏
の
釈
文
に
よ
る
が
、

異
体
字
の
類
は
で
き
る
限
り
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
私
見
に

よ
り
袈
錫
圭
氏
の
釈
文
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
に

よ
り
逐
一
の
注
記
を
省
い
た
。

(
3
)

筆
者
は
科
学
研
究
費
に
よ
る
調
査
の
た
め
、
本
年
八
月
二
十
日
に
、

福
田
哲
之
(
島
根
大
学
助
教
授
)
、
渡
遺
英
幸
・
福
田
一
也
・
久
保
由

布
子
(
東
北
大
学
院
生
)
の
諸
氏
と
と
も
に
、
上
海
博
物
館
を
訪
れ
、

前
館
長
の
馬
承
源
氏
や
、
撲
茅
左
・
陳
侃
十
分
・
挑
俊
諸
氏
と
懇
談
し
、
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上
海
簡
に
つ
い
て
多
く
の
情
報
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
博
物
館
側
の

好
意
に
よ
り
、
制
胴
衣
・
孔
子
詩
論
・
牲
情
論
三
篇
の
竹
簡
の
実
物
を
見

る
機
会
を
得
た
。

(
4
)

池
田
知
久
「
出
土
資
料
に
よ
る
中
園
古
代
研
究
の
勧
め
」
(
池
田
知

久
監
修
『
郭
底
楚
簡
の
研
究
』
(
一
ニ
)
大
東
文
化
大
学
郭
庖
鑓
簡
研
究

班
編
・
二

O
O
一
年
)
は
、
「
郭
庖
楚
基
竹
簡
「
絡
衣
」
が
出
土
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
時
代
に
す
で
に
『
鵡
記
』
絡
衣
篇
と
ほ
ぽ
同
じ

テ
キ
ス
ト
が
成
書
さ
れ
て
い
た
と
か
、
ま
し
て
前
漢
時
代
後
期
の
蛾

聖
の
編
纂
し
た
と
言
わ
れ
る
四
十
九
篇
本
『
鵡
記
』
の
原
型
が
す
で
に

ほ
ぽ
完
成
し
て
い
た
と
か
、
と
認
め
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
」
と
述

べ
る
。
「
ま
し
て
」
以
下
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
郭
庖
楚
簡
『
絡

衣
』
を
『
礼
記
』
捌
胴
衣
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
テ
キ
ス
ト
と
は
見
な
せ
な
い
と

す
る
の
は
、
常
識
で
は
到
底
理
解
で
き
な
い
意
味
不
明
の
珍
説
で
あ

る。

(
5
)

武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
四
三
年
)
第

ニ章。

(6)

武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
五
三
年
)
第
十
章
。

(7)

前
掲
の
郭
底
楚
簡
『
帥
胴
衣
』
の
冒
頭
が
「
夫
子
日
」
で
始
ま
り
、
上

海
筒
『
絡
衣
』
の
冒
頭
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
、
そ

の
誼
左
と
な
ろ
う
。

(8)

鴻
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
』
(
商
務
印
書
館
・
一
九
三
四
年
)
第
一
篇
・

第
十
四
章
、
重
沢
俊
郎
『
原
始
儒
家
思
想
と
経
学
』
(
岩
波
書
府
・
一

九
四
七
年
)
第
一
部
、
金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
(
日
本
学
術
振

興
会
・
一
九
六

O
年
、
平
楽
寺
書
庖
・
一
九
八
一
年
)
第
四
章
、
島
森

哲
男
「
「
中
庸
」
篇
の
椛
成
と
そ
の
思
想
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
辺
号
)

な
ど
も
、
乙
れ
と
同
様
の
立
場
を
取
る
。

(9)

赤
塚
忠
「
中
庸
解
説
」
(
『
新
釈
漢
文
大
系
大
学
・
中
庸
』
明
治
書
院
・

一
九
六
七
年
所
収
)
。

(
印
)
津
田
左
右
吉
『
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
三

九
年
)
第
五
籍
、
及
び
「
漢
儒
の
述
作
の
し
か
た
|
礼
記
諸
篇
の
解
剖

」
(
『
津
回
左
右
吉
全
集
』
第
十
八
巻
所
収
)
。
ま
た
板
野
長
八
「
中

庸
篇
の
成
り
立
ち
」
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
辺
巻
2
号
、
後
に

『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書
庖
・
一
九
九
五
年
に
収
録
)
も
、
立

論
の
仕
方
は
異
な
る
が
、
や
は
り
中
庸
篤
を
前
漢
武
帝
期
の
成
立
と

す
る
。

(U)

現
行
本
「
周
易
』
で
は
「
則
利
有
依
往
」
で
あ
る
が
、
坊
記
篇
の
引

用
で
は
「
凶
」
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
馬
王
堆
漢
基
出
土
の
吊
書
『
田
川

易
』
で
は
「
利
(
有
依
〕
往
」
。

(
ロ
)
『
語
叢
』
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
春
秋
」
の
成
立
時

期
ー
平
鈎
説
の
再
検
討
|
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
勾
号
・
二

O
O
一

年
)
参
照
。

(
日
)
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
国
楚
筒
『
周
易
』
に
つ
い

て
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
却
号
・
二

O
O
一
年
)
参
照
。

(M)

平
勢
隆
郎
「
左
停
の
史
料
批
判
的
研
究
』
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
、
汲
古
書
院
・
一
九
九
八
年
)
は
、
『
周
易
』
の
体
系
構
築
は
戦

国
後
期
以
後
に
進
ん
だ
と
述
べ
る
。
近
藤
浩
之
「
従
出
土
資
料
看
〈
周

易
v
的
形
成
」
(
漢
城
川
町
国
際
周
易
学
術
会
議
論
文
集
「
幻
世
紀
奥
周

易
』
・
一
九
九
八
年
)
も
、
戦
国
中
期
以
前
に
は
ま
だ
卦
名
が
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
彦
名
春
「
上
海
博
物
館
臓
楚

筒
『
周
易
』
管
窺
」
(
『
新
出
楚
簡
試
論
』
台
湾
古
籍
出
版
公
司
・
二

O



O
一
年
)
は
、
上
海
簡
『
周
易
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
見
方

が
全
く
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
藤
浩

之
「
包
山
楚
簡
卜
笈
祭
鵡
記
録
輿
郭
庖
楚
簡
中
的
《
易
》
」
(
武
漢
大
学

中
国
文
化
研
究
院
編
宗
人
文
論
叢
》
特
集
郭
庖
楚
筒
国
際
学
術
研

討
会
論
文
集
』
湖
北
人
民
出
版
社
・
二

0
0
0年
)
は
、
『
周
易
』
の

卦
辞
や
交
辞
が
定
型
化
し
た
の
は
戦
国
中
期
末
以
降
で
は
な
い
か
と

す
る
。
だ
が
こ
れ
も
、
上
海
簡
『
周
易
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
決
し
て

成
り
立
た
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
な
お
曹
峰
「
上
海
博
物
館
展

示
の
楚
簡
に
つ
い
て
」
(
『
郭
底
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
二
巻
・
東

京
大
学
郭
庖
楚
簡
研
究
会
編
・
一
九
九
九
年
)
は
、
近
藤
説
を
援
引
し

)
つ
つ
、
「
郭
庖
楚
簡
が
作
成
さ
れ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
「
易
」
は
す
で

輝
に
詩
・
書
・
躍
・
柴
・
春
秋
と
並
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の
地
位
に
あ
っ
た
と

G

い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
易
」
は
必
ず
し
も
上
博
簡
の

犠
よ
う
に
卦
辞
交
辞
が
整
っ
て
い
る
「
易
」
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
」
と

肱
述
べ
る
。
だ
が
、
な
ぜ
そ
う
し
た
判
断
が
導
き
出
さ
れ
る
の
か
、
そ
の

融
理
由
は
一
言
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
と
し
て
意
味
不
明
で
あ
る
。

舵
(
日
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
張
立
文
『
周
易
自
書
今
注
今
諜
』
(
台
湾
学
生

の
書
局
・
一
九
九
二
年
)
参
照
。

刻
(
日
)
以
下
、
吊
書
易
伝
の
引
用
は
、
彦
名
春
『
吊
書
《
易
伝
》
初
探
』
文

醐
史
哲
出
版
社
・
一
九
九
九
年
)
に
よ
る
が
、
私
見
に
よ
り
文
字
を
改
め

簡
た
箇
所
が
あ
る
。

臓
(
げ
)
近
藤
浩
之
「
包
山
楚
簡
卜
雲
鵡
記
録
輿
郭
庖
楚
筒
中
的
事
」

郭
は
、
郭
庖
楚
簡
『
絡
衣
』
に
『
易
』
の
引
用
部
分
が
存
在
し
な
い
現
象

に
対
し
、
戦
国
中
期
末
以
前
に
は
ま
だ
卦
辞
や
受
辞
が
定
型
化
し
て

い
な
か
っ
た
証
拠
と
す
る
。
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(
路
)
武
内
説
は
、
表
記
・
坊
記
・
縦
衣
三
篇
が
し
ば
し
ば
賞
罰
に
言
及
す

る
の
は
法
家
の
影
響
だ
と
し
て
、
そ
れ
を
三
篇
が
韓
非
子
以
後
、
戦
国

末
か
ら
秦
初
の
成
立
で
あ
る
論
拠
の
一
つ
に
挙
げ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
郭
底
楚
簡
に
は
「
未
だ
賞
せ
ず
し
て
民
勧
む
は
、
福
を
含
む
る
者

な
れ
ば
な
り
。
未
だ
刑
せ
ず
し
て
民
畏
る
る
は
、
心
に
畏
れ
ら
る
る
こ

と
有
る
者
な
れ
ば
な
り
」
(
『
性
自
命
出
』
)
と
か
、
「
賞
と
刑
と
は
、
禍

福
の
基
に
し
て
、
之
を
前
む
る
こ
と
或
る
者
な
り
」
(
『
尊
徳
義
』
)
と
、

賞
罰
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
が
戦
国
宋
か
ら
秦
初
の
時

代
を
指
示
す
る
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
武
内
説
は
、
中
庸
篇
に

「
今
天
下
、
車
問
軌
、
書
同
文
、
行
同
倫
」
と
あ
る
の
を
、
始
皇
帝
の

文
字
統
一
と
結
び
付
け
、
「
中
庸
説
」
が
始
皇
帝
の
統
一
後
の
著
作
で

あ
る
論
拠
と
し
て
い
る
。
だ
が
「
書
同
文
」
は
孔
子
の
発
言
と
さ
れ
る

箇
所
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
周
の
宣
王
時
の
太
史
錨
に
よ
る

文
字
統
一
を
指
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
中
庸
篇
の
著

作
意
図
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
九
七

年
)
第
三
章
参
照
。

(
印
)
上
海
簡
の
中
に
は
、
現
行
本
で
言
え
ば
、
「
礼
記
」
絡
衣
篇
・
孔
子

同
居
篇
、
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
昨
篇
・
曾
子
立
孝
篇
が
含
ま
れ
て
い

る
。
現
行
の
『
礼
記
』
と
『
大
戴
礼
記
』
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
が
記

す
「
記
百
三
十
一
篇
」
を
共
通
の
源
と
す
る
。
こ
の
中
、
四
篇
が
戦
国

期
の
基
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
「
記
百
三
十
一
篇
」
全
体
が
先
秦

の
著
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

(
初
)
平
阿
武
夫
『
経
書
の
成
立
』
(
全
図
書
一
一
房
・
一
九
四
六
年
、
創
文
社
・

一
九
八
三
年
再
刊
)
、
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』
、
津
田
左
右
吉
『
左

停
の
思
想
史
的
研
究
』
(
東
洋
文
庫
・
一
九
三
五
年
)
第
八
章
な
ど
。
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(
幻
)
前
掲
「
中
国
思
想
史
』
。
ま
た
金
谷
治
『
索
漠
思
想
史
的
研
究
』
も

同
様
の
見
解
を
詳
説
す
る
。

(
幻
)
郭
底
楚
簡
『
性
自
命
出
』
と
ほ
ぼ
霊
な
る
文
献
が
上
海
簡
の
中
に
も

含
ま
れ
る
が
、
上
海
博
物
館
は
『
性
情
論
』
と
命
名
し
て
い
る
。

(
お
)
比
較
・
対
照
の
便
を
図
っ
て
、

(
A
)
(
C
)
は
吊
書
の
文
字
の
ま
ま

と
し
た
が
、

(
E
)
(
F
)
(
G
)
(
H
)
に
つ
い
て
は
、
理
解
の
便
を
図
っ

て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

(M)

馬
主
堆
渓
基
出
土
の
吊
害
『
五
行
篇
』
に
つ
い
て
は
、
『
苛
子
』
の

影
響
が
あ
る
な
ど
と
指
摘
し
て
、
漢
初
と
か
秦
の
成
立
と
す
る
説
が

盛
ん
に
唱
え
ら
れ
た
。
だ
が
郭
庖
楚
墓
か
ら
『
五
行
繍
』
が
出
土
し
た

こ
と
に
よ
り
、
成
立
年
代
は
そ
う
し
た
説
よ
り
も
一
挙
に
百
年
以
上

遡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
吊
書
『
五
行
篇
』
の
成
書
年
代
に
関
し
て

は
、
拙
著
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
(
創
文
社
・
一
九
九
二
年
)
参

照。

(
お
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
第
五
章
参
照
。

(
お
)
述
而
篇
の
孔
子
の
吾
一
回
を
「
加
我
数
年
、
五
十
以
事
、
亦
可
以
無
大
過

由
民
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
の
方
が
よ
い
と
す
る
議
論
が
あ
る

が
、
吊
書
要
篇
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
に
、
テ
キ
ス
ト
の
優
劣
と
は
別

に
、
「
五
十
に
し
て
以
て
易
を
学
べ
ば
、
以
て
大
過
無
か
る
べ
し
」
に

作
る
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
、
孔
子
が
晩
年
に
「
易
』
を
学
ん
だ
と
す
る

理
解
が
儒
家
に
存
在
し
た
と
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
「
孔
子
晩
而
喜

易
、
序
象
繋
象
説
卦
文
言
問
」
(
『
史
記
』
孔
子
世
家
)
と
の
記
述
も
、
そ

の
延
長
線
上
に
あ
る
。

(
幻
)
儒
教
に
天
人
相
関
思
想
を
導
入
し
た
の
は
前
抽
出
の
萱
仲
箭
だ
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
見
方
も
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が

あ
ろ
う
。

(
鎚
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
郭
庖
楚
簡
『
太
一
生
水
』
と
『
老
子
』

の
道
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
初
号
・
二

0
0
0年
)
参
照
。

(
m
m
)

王
弼
本
『
老
子
』
第
十
九
章
に
は
「
絶
聖
棄
智
、
民
利
百
倍
、
絶
仁

棄
義
、
民
復
孝
慈
、
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
無
有
」
と
あ
っ
て
、
儒
家
に
対

す
る
批
判
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
郭
庖
楚
簡
『
老
子
』
(
甲
本
)

で
は
「
絶
智
棄
様
、
民
利
百
杯
、
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
元
有
、
絶
偽
棄
慮
、

民
復
孝
子
」
と
あ
っ
て
、
儒
家
批
判
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
要
素
は
存

在
し
な
い
。
『
荘
子
』
外
雑
篇
に
は
、
『
性
自
命
出
』
に
類
す
る
性
命
論

に
関
し
て
激
し
い
儒
家
批
判
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
、
儒
家

と
道
家
の
関
係
は
親
和
的
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
初
)
坊
記
篇
に
は
「
春
秋
は
楚
越
の
王
の
喪
を
称
せ
ず
」
と
か
「
魯
の
春

秋
に
猶
お
夫
人
の
姓
を
去
り
て
呉
と
白
い
、
其
の
死
に
孟
子
卒
す
と

日
う
」
と
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
援
引
す
る
形
の
文
章
が
含
ま
れ
る
。

坊
記
篇
の
成
書
年
代
が
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ

ば
、
『
春
秋
』
の
成
書
年
代
も
当
然
そ
れ
以
前
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。

付
記
・
小
論
は
、
竹
田
健
二
氏
(
島
根
大
学
)
を
研
究
代
表
者
と
す
る
平
成

十
二
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
B
「
戦
国
楚

系
文
字
資
料
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




